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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

岩手県内陸部では冬季の路面凍結が深刻であ

る. 著者らはこれまでに, タクシーにプローブ

カー[1]的な役割を割り当てて情報収集する路面

凍結情報システムを開発してきている[2][3][4]. 

本稿では, 2003 年度冬季の稼動実験を基にシス

テムを拡張する. 具体的には, (i)対象エリア全

体の凍結状況の概要を一画面で把握できるメニ

ューの開発, (ii)小地図単位での全域凍結機能

を保ったままでの細かい場所移動機能の開発,  

(iii)データのリセット時間の変更, 等を行う. 

また 2004 年度冬季に実施中の実証実験について

も述べる.  

2.2.2.2. 路面凍結情報路面凍結情報路面凍結情報路面凍結情報システムシステムシステムシステムのののの概要概要概要概要    

2.12.12.12.1    基本構想基本構想基本構想基本構想    

文献[2][3][4]の路面凍結情報システムの基本

構想を図１に示す. この構想ではタクシーをプ

ローブカー化し, タクシードライバーが営業中

に目視で発見した路面凍結地点とその時刻を，

タクシー無線を用いて本社のオペレータへ連絡

する．報告を受けたオペレータは, Web 上の地図

の該当地点をクリックし, 時刻も入力してデー

タベースに登録する．一般市民は地図上の凍結

アイコン(図 2 中, ●)により，凍結地点とその

発見時刻を把握できる.  
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図図図図    2222    点単位点単位点単位点単位でのでのでのでの凍結情報表示画面凍結情報表示画面凍結情報表示画面凍結情報表示画面[[[[3333]]]]....    

2.22.22.22.2    実装方法実装方法実装方法実装方法    

Web 画面内の地図上で直接凍結地点をクリック

できる様に, クリッカブルイメージマップを用

いている. 凍結地点の表示が動的に行えるよう

に, Servlet/JSP, データベース管理システムに

Oracle 9i を用いている.     

2.3  2.3  2.3  2.3  2003200320032003 年度稼動実験年度稼動実験年度稼動実験年度稼動実験でででで生生生生じたじたじたじた問題点問題点問題点問題点    

2.3.12.3.12.3.12.3.1 対象対象対象対象エリアエリアエリアエリア全体全体全体全体のののの凍結凍結凍結凍結状況状況状況状況のののの包括的包括的包括的包括的把握把握把握把握    

凍結地点を精度良く指し示すために, 情報提

供が小地図単位で行われていた. そのために対

象エリア全体の包括的な凍結状況を把握できる

メニューが欠如している.     

2.3.22.3.22.3.22.3.2 全域凍結機能全域凍結機能全域凍結機能全域凍結機能とととと地図地図地図地図のののの境界境界境界境界    

図２に示した点単位での凍結情報提供の他に,  

小地図のほぼ全域にわたり凍っているとの判断

があった場合に, 全域凍結の情報提供が小地図

単位で行われていた(図３). このメニューを実

現するために, 対象エリア全体をタイル状の重

複しない小地図に分割し, 小地図ごとに全域凍

結か否かのバイナリ情報を管理していた. しか

しこの方式の問題点として, 地図の境界付近で

凍結情報の入力がしにくい上に, 地図の境界付

近を中心に置きたい場合にも対処できない.  

2.3.32.3.32.3.32.3.3 データデータデータデータののののリセットリセットリセットリセット時間時間時間時間    

凍結情報を入力するのみであると, データは

増える一方である. しかし, 夜間に発生した凍

結が日中に融けることも少なくない. そこで,  

一日のうち最も気温が高いとされる 14：00 には

凍結が融けると仮定し, 毎日 14：00 に, それま

でに入力された凍結情報を一旦リセットしてい

た. しかし 2003 年度稼動実験での知見として,  

11：00 頃に既に凍結が融けるケースが少なくな
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い. このような場合, 14：00 まで凍結している

旨表示するのは不適切である.  

 

図図図図    3333    全域凍結表示画面全域凍結表示画面全域凍結表示画面全域凍結表示画面[3[3[3[3]]]]....    

3.3.3.3. 機能拡張機能拡張機能拡張機能拡張とそのとそのとそのとその実現方法実現方法実現方法実現方法    

3.13.13.13.1 機能拡張機能拡張機能拡張機能拡張    

    2.3 項で指摘した三つの問題点を踏まえ, 以下

①～⑤の拡張を行った.  

3.1.13.1.13.1.13.1.1 全体把握画面全体把握画面全体把握画面全体把握画面のののの開発開発開発開発    

① 対象エリア全体の凍結状況の概要を一画面で

把握できるメニューの開発(図 4).  

 

図図図図    4444    全体把握画面全体把握画面全体把握画面全体把握画面[5].[5].[5].[5].    

3.1.2 3.1.2 3.1.2 3.1.2 地図地図地図地図のののの半分移動機能半分移動機能半分移動機能半分移動機能のののの開発開発開発開発とととと全域全域全域全域凍結凍結凍結凍結機機機機

能能能能のののの調整調整調整調整    

② 小地図単位での各凍結情報を保ったままでの

地図の半分移動機能の開発.  

③ 複数の小地図で全域凍結情報が重なった場合,  

最も前の時刻を表示する機能の開発.  

④ 半分移動の状態からの凍結情報入力, 削除機

能の開発.  

3.1.3 3.1.3 3.1.3 3.1.3 データデータデータデータののののリセットリセットリセットリセット時刻時刻時刻時刻のののの変更変更変更変更    

⑤ リセット時刻の 14時から 11時への変更.  

3.23.23.23.2    実現方法実現方法実現方法実現方法    

① 対象エリア全体を一画面に表示する大地図

を作成. 小地図に点単位の凍結情報が登録

されている場合に, 黄色い半透明レイヤー

を乗せ, 全域凍結情報が登録されている場

合には, 赤い半透明レイヤーをのせた.  

② これまでの地図１に対し, 東, 北, 北東に

半分ずらした地図 2, 3, 4 を作成(図５).  

③ ある地図と周辺 8 箇所の地図の中に全域凍

結情報が一つでもある場合には, 全域凍結

の半透明レイヤーをのせ, 対象地図と周辺 8

箇所の中で最も前の時間を表示する.  

④ スタイルシートの値をそれぞれ半分移動後

の値に変更することにより, データベース

内部の値を変更することなく実現した. 

⑤ データを取り出す SQL での境界値を, 14：

00 から 11：00 に変更して実現した.  

 

 図図図図    5555    基基基基のののの地図地図地図地図 1111 からからからから半分半分半分半分ずらしたずらしたずらしたずらした三三三三つのつのつのつの地図地図地図地図．．．．    

    

4.4.4.4. 一般公開一般公開一般公開一般公開でのでのでのでの実証実験実証実験実証実験実証実験    

本稿執筆中の現在, 以下の条件で, 一般公開

で実証実験を実施中である[5].  

� 協力依頼：岩手県盛岡市内の(株)ヒノヤ

タクシー, およびその全営業車両 175 台.  

� 期間：2004 年 12 月 24 日～2005 年 3 月

31 日, 毎日 24時間.  

� 対象地域：盛岡市と周辺の町村の一部.  

� 利用者アンケート：システム上に用意.  

なお，実験での主な評価点は以下の 3 点であ

る：(i)拡張した機能の評価, (ii)システムの使

いやすさ, (iii)凍結情報の有用性.  

 

5.5.5.5. まとめとまとめとまとめとまとめと今後今後今後今後のののの展望展望展望展望    

2003 年度冬季の稼動実験に基づき, 必要な機

能拡張を挙げた上で, 実際に行なったその実現

方法を述べた. また, 一般公開による実証実験

の概要を述べた. 口頭発表では, 2004 年度冬季

の実証実験の結果について報告し, 今後の展望

にも触れる予定である.  
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